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事例1. 青森県むつ市 むつ市立図書館での「クーリングシネマ」

●市有施設でのクーリングシェルター開設に合わせ、通常の図書館営業に加えて、普段は講演会等を対象に
団体向け貸出に対応しているミニシアター「視聴覚ホール」を“涼みどころ”として開放し、上映設備と
図書館で所蔵している映画DVD等を活用して、映画を観ながら涼める時間と空間を提供。

●図書館休館日についても、閲覧エリア以外は開放。

■苦労した点
上映権付きの映像資料は高価で所蔵数も限られるため、ライン

ナップを構成するのに苦慮した(次年度以降も継続の要望が多いので
今後もDVD資料に予算を割く必要がある)。

■工夫した点
青森県下北地域県民局のご協力を得て、映画と映画の合間は局が制作

した下北半島の観光PR動画で繋ぎ、こちらも好評を得た。次年度は、
熱中症対策のPR動画等も併せて上映したいと考えている。

5．指定暑熱避難施設(クーリングシェルター)と涼み処
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クーリングシネマに使用した
視聴覚ホール

■上映日数 :22日間
■クーリングシネマの延利用者数:380人
■実施期間中の
図書館来館者数の伸び :112％
（コロナ禍前3カ年(H29～R1)平均との比較

※当館がカバーする下北半島地域には映画館が
ないことがポイント。

■コメント
「いつもの図書館」で十分クーリングシェルターの役目は

果たせますが、今あるリソース(ミニシアター･所蔵DVD)を
活かし、ちょっとした仕掛けをすることで「図書館ってこんな
こともしているんだ！」というインプレッションを市民に
お届けしたいと考えたのが企画のスタート。

＋αの仕掛け

※令和5年度のヒアリングによる
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